


　愛育班の歴史,現状,将来の問題点に関しては昭和 49 年度の研究報告,及び

「地域活動をくみこんだ周産期医療－母親活動(愛育班等)を通しての母子保健

活動と周産期医療－」周産期医学 5巻 11 ・ l2号 l000～1006頁にのべた。

　今年度は,愛育班の実態について,山梨県白根町愛育班,岡山県新見市愛育委

員会の活動状況を調査し,また川越市(埼玉県)古谷愛育班の受持範囲内の乳児

について,月 1回の乳児健診をおこない,愛育病院の医師,川越市保健婦,愛育班

員のチームによる健診を通じて愛育班活動の実際を知ることを研究目的とした。


